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改善・取組

みの背景と

課題 

近年、自動車運転時の健康に起因する事故が大きな社会問題となり、道路交通法

が改正された。運転に支障を及ぼす恐れのある病状に関し、虚偽申告で運転免許を取

得・更新した場合の罰則を新たに設ける事となり、疾病と運転について社会的関心が高

まっている。 

自動車運送事業者については、既に運転者の健康管理マニュアルに則った対応が求

められてきたが、こうした背景から、自動車運送業務に係らない場合でも、他の運転業

務がある場合には安全運転のために運転適性について技能面だけでなく健康面からも

問題がないか確認する事が望ましいと考え、取り組む事とした。 

なお、現在は移動手段等、運送以外の目的で自動車を運転する場合でも、健康診

断時における運転者の健康状態の把握と事後措置を求める通達が出ている。 

改善・取組

みの着眼点 

 当社の従業員で自動車運送業務を行う者はいないが、出張の移動の際など、運転を

行う事はあるため、運転を行う従業員に対しては社内運転ライセンスを発行している。発

行時・更新時など、その都度技能判定を行い、基準に満たない場合や、運転業務を行

わなくなった場合にはライセンスを返還もしくは休止させていた。 

健康面からの運転業務についての判定は、健康診断事後措置としての面談や復職

時の面談等で産業医が実施していた。しかし、運転業務に焦点をあてた取り組みではな

かった為、運転に支障を及ぼす健康状態を把握しきれていないと考えられた。 

また、当社の健康診断は複数の外部健康診断機関で実施している為、健康診断

時に共通の問診票を用いる事が難しい。 

以上の事から、健康診断とは別の機会に運転ライセンス取得者全員に対して自己申

告票を用いた健康状態スクリーニング検査を導入する事とした。 

 

 

 

 

 
改善・取組

みの概要 

社内運転ライセンス取得者に「健康状態申告票」を配布し記入してもらい、各就業

管理者が回収する。健康状態申告票の中には運転業務に支障を及ぼす恐れのある健

康状態を記載しており、該当する項目があった場合、就業管理者が産業保健スタッフに

連絡をする。回収時点で該当項目に印はつけないため、就業管理者や産業保健スタッ

フ等、本人以外が詳細を把握する事はない。後日、産業医が個別面談等で詳細を確

認し、必要に応じて運転に関する産業医意見書を発行する。 

 運転業務可否判定を行うにあたり、あらかじめ産業保健スタッフ間で協議し、作成した

ガイドラインを参考とした。 



写真・図表・ 

イラスト 

     

効  果 

1． 社内運転ライセンス取得者数 4202 名のうち面談対象者は 219 名であった。運転

業務禁止となった者 24 名の制限理由は薬 10 名、睡眠時無呼吸症候群 7 名、

眼疾患 3 名、筋骨格系疾患 2 名、高血圧 1 名、糖尿病 1 名であった。運転に支

障を及ぼす健康状態にある者の把握ができた。 

2． 24 名の制限者のうち 7 名は治療により健康状態が改善し、1 年以内に運転制限

解除となっている。今回の検査が治療の良いきっかけとなった。 

3． 面談対象とならなくとも、運転ライセンス取得者とその就業管理者に対して健康が運

転に及ぼす支障について見直す良い機会を与えた。 

4． 運転業務がなくなった後もライセンスを休止していない者の把握ができた。 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

1． 今回のスクリーニング検査で初めて把握された運転制限対象者は、運転ライセンス

取得者のうち約 0.6%であった。制限理由の多くは労働安全衛生法で義務付けられ

ている健康診断の項目では把握が難しく、この取り組みは有益であったと考えられ

る。 

2． 運転業務に限らず、業務に関連する健康状態を健康診断時に把握する事が難し

い場合には、今回の取り組みのように別の機会に実施する必要がある。 

3． 明らかに運転制限の必要な場合以外の具体的な制限基準の設定については、会

社の実状に合わせて会社毎に検討する必要がある。業務制限の判定基準は法令

等に則った内容とする。さらに、各疾患ガイドラインなどを参考に産業保健スタッフ間

にて協議する事が望ましい。 
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